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今年度の活動の概要
（1 ）今年度の方針
4 月2 0 日に、本年度第1 回の「教育学部及び附属学校園共同研究プロジェクト運営委
員会」が、附属中学校において行われ、そこで平成1 7 年度の共同研究プロジェクトの方



















第1 回6 月2 9 日（水）1 6 時～
会場附属小学校
報告者附属小学校・附属中学校































































































( 3 ) 運営委員会
第 1 回 4 月 2 0 日
第 2 回 6 月 2 0 日
･ 今年度の方針の決定
･ 本年度の研究グループの決定・予算の確定
1 0 月1 日以降、附属学校運営委員会が担当することとなった。
















2 0 0 5 年度の共同研修会について
1 ．今年度の概要
2 0 0 5 年度の共同研修会は、各学校園・大学から単なる話題提供とグループディス
カッションを行うのではなく、授業のようす（映像）を提供してもらい、授業の設定．
進め方・教師の思いなどを話し合う「授業カンファレンス」を2 回に分けて実施した。
「共に学び成長し合うための授業カンファレンス」と題して、第1 回研修会を6 月2 9 日
（水）に実施し、附属小学校・中学校から1 例ずつの授業提案と協議を行った。第2 回







( 1 ) 日時・場所：6 月2 9 日（水）1 6 : 0 0 ～1 7 : 3 0 於附属小学校多目的ホー ル
、
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( 1 ) 日時・場所: 1 0 月5 日（水) 1 6 : 0 0 ～1 7 : 3 0 於附属小学校多目的ホール























1 6 幻0 ～1 6 幻1






















































































































( 3 ) 発表者の最終コメント















































第 2 回 8 月 2 9 日（月）
第 3 回 9 月 1 2 日（月）




































1 0 月2 0 日
1 0 月2 4 日
1 0 月2 7 日
1 1 月 4 日
1 2 月 8 日























































1 9 9 8 初月の出を見に行こう（小5 理科）
通常: 月（天体) の見かけの動きや満ち欠け､ 太陽との位置園系等を、実際の観察から考察じていく。（改訂前）
ハイブリッド：「1 月1 日の初日の出ならぬ初月の出」を見に行くという目標のもと、その月放何時頃、どの
方角に、どんな形で見えるかを予想するという活動が学習を通諏､ 。見通しをもった観察が行われるとともに、
互いの予想の異同から切実な議論が展開される｡ ハイブリッドしていくところは､ _ ｢ 新聞で予想しているのはひ
きょうだ」という感信を中心とした議論から、やがて、自分で観察したことから結果を導き出すことに価値を
見いだしたり、その両方をミックスしてより正確に予想すると判断したりする場面さらに､ 月の満ち欠けや
L H 貝 | ’ 、化も渦 | | しな’ょら源 という優っていたら、予想があだ
っていても見えなぃ｡ ) 、天気の学習と混成していく場面が最大のポイントか。現在は、月の満ち欠けは中学校
に移行した故この動きには大きな議論があるところ｡ 月と太陽の位置関係など､ 空間の処理沈刈' 学生には難し




1 9 9 9 ガーデニングしよう（小1 生活科）
通常：8 つの内容の中の（5 ）（7 ）に分類されるところか。
ハイブリッド: ガー デニングといって植物を扱うからといって、自然に親しむと畝生き物に親しむというねら
いだけをもっているわけではなしL 学校の中庭をよりよく創造していく（内容1 ）と畝家庭でも楽しむ（2 ）




ればならない状況が生まれる｡ 例えIま_ [ …りをしてもいいの? 」｢ 友達から買ったものをまた別の人に売っ
てもいいの？」など。「大安売り」については、「それは工夫だからいい」揃に高い値段で買った人からみたら
そのお店はうそつきになる。うそはいけないこと」「ぼくは安売りをじてしまった。でも、それは種。種は売れ
残ったら捨てるというわけにいかない｡ 種は命だb 命は一番大事なも伽と話合いが展開｡ 生活科の究極的なね





2 0 0 0 会社をつくろうぼくらは社長オフィス2 2 ( 小2 生活下期
通常：特別活動の{ 荊舌動で行われるところ飢生き物会社動物会社マンガ会社花会社など。
ハイブリッド: 封土の活動そのものに没頭することはもとより､ そこから出てくるさまざな問題を含んだことが
らを教材として扱う。例え| 式 ｢ みろってオーをしよう という8 壷まだ準備中の会社が
あった。みんなは「手伝ってあげよう」「みんなで乾杯しよう」という。しかし、その会社は「ありがたいが自
分たちでやる」という。やがてみんなは「自分でやりとげることが大事」ということ、 ｢ 互いに競争したらよい





2 0 0 2 とんとんずもう（グアダラハラ補習授業校にて）
松本先生の実践を参考にして
2 0 0 3 2 0 0 3 年お別れj 集会の計画を立てよう（グアダラハラ補習授業7 校にて）
2 0 0 4 うつして守ろう菟邑仮全（小3 理科）
通常：光の進み方、反射のしかたを謂副
ハイブリッド：交通安全を守るために「反射」という性質を生かして行くという活重肋軸。反射( 坤すいもの、
u こくいもの反射の角度の調節､ など上騨蛇，理科的な内容がもちろんふくまれる｡ ハイブリッドしていくとこ

















1 1 H 』’ていたら豆･ 伸‘＜だろうか































附属水族館で魚を育てよう（小5 理科）一平成1 0 年度附属小報研粥目要参照一
初月の出を見に行こう（小5 理科）－「未来への扉を開こう」参照一
ガーデニングしよう（小1 生活科）一平成1 1 年度附属小学校研矧腰鋪一
会社をつくろうぼくらは社長オフィス2 2 （小2 生活科）
一平成1 2 年度附属小報研粥B 要参照一
とんとんずもう（グアダラハラ補習授業校にて）2 0 0 2
－「子供の追…を中心に据えた) …1 造」参照一
2 0 0 3 2 0 0 3 年お別れ集会の計画を立てよう（グアダラハラ補習授業校にて）
一莞己「グアダラハラ補習授業校で感じたこと」参照一
2 0 0 4 うつして守ろう交通の安全（小3 理科）一平成1 6 年度附属小奉の研砺表会資総惨照
2 0 0 4 電気の通り道（よけいなものをそきおとL ﾉ て、理科の本質で構想）
一平成1 6 年度附属小…内研修資料参照一
2 0 0 5 閉じ込めた空気と水（よけいなものをそきおとして、理科の本質で構想）
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本単元では、睦罰「水」「謝寓｣ の体積変化を扱う。教科書では4 社中4 社が空気の体積変化からの導
入、O 社が金属からの導入を示じている。実践事例では、ほとんどが空気からの導入、わずかに金属から

















○｢ 液体｣ は水だけでなく､ お茶､ ジュー ス､ しょう油など､ 身近なところにあり多様に準備することができる。




○｢ 液体｣ の体積変化は｢ 空気｣ よりも小さい畝教具を工夫L ﾉ て微量を強調することができるようにすること
で、驚きや疑念につながるだけの変化が確認できる。
○実験中に、「液体」の中に空気が残る場合がある。その場合、体積変化は大きくなる。子供は「なぜ、同じお
茶なのに違うのかな｣ ｢ 半分しか入っていない時の方がかさの増え方が大きいのはどうじてなのかな｣ ｢ 空気が入
っているからかな」などと睦気」の存在が気になってくる場面が想定できる。






（1 ）全体計画栓2 1 M )
全体計画を立てるにあたり、; 大切にした構えは以下である。
○よけいなものをそき落とし単元の本質で全体計画劃蓄想する，
○単元の本質は｢ かさの変化と温度｣ およびそれにかかわって心劃謝T 動かす子供の姿そのものとおく。
○本質に迫る手潤さ､ 主に､ 対話の手法と自由稀式行活重”手法とする。対話する子供を; きてるために
○4 0 人全員が学習のねらいを達成するようにI 誌するb
○発園こ向かう分岐点より、基礎･ 基本に立ち返る分岐点を大切にする。
①- ①帥揺さぶられる場面
…え上l ゴテったよJ 0 膨ら人”でI 率, 功なl 職
○ t m 時もあるよ」密まどこまで劃l 隊らt ”な' 」別ぐや
鉄でもかさ力幼わる”なj 筆剰りゆ斜競種錘中




















割l が鯛際してぃ馬ん瀞だ( 4 0 人全冒ラ ①_ ②自由試行の場の閑庫
どのくらいまで大きくなるのだろうか 自由詞C n v i場で1虫砿)℃ならどうｶな?」n m℃
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心の拝さ- % 梨 山 宝､ ｲ 1
ばりそう湖「ここｶ ｻ 茎っていた人凋















勲涛 このI 類を矛I 蝿できなﾔ 功唯？
1 7
【全伽諦案2 】
（2 ）全体計画栓2 1 M )
全体計画を立てるにあたり、大切にした構えは以下である。
○よけいなものをそき落とし《単元の本質で全体計画を構想する。





○ ( 1 ) - ①心力揺さぶられる場面
…山ご行ったよ」I 彫らA 錘で掴が, 功銅嚇

























































睦賓が上I ゴテったよ｣ 膨らA 錘で憾なb 功滝ﾐ l 聯
○ む時もあるよ」1 空気まどこまでも膨らむ”銅」別ぐや
鉄でもかさ力幼わるの力な｣ 筆子# 切多ｲ 識働彰肋中
にある開立」E 葛鯛ほ噸騨凋畷; 釦などの場
面を大鋤司- ること- ご子# 勅も心を揺さぶられながら対









自由識うの場では､耐a j ﾐ らどうｶな? ｣ n 町℃
な味きくなる笥帳界があるのではなし功なl
など自無垂ずる子関司銅話を翻司司る
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互い嚇内得を､ そのi 見点や撰同に着目しながら…- ること- ご菊従
な異同報刷遁として残る部分に気付くことができるようにす- る。











り、4 年生にはそぐわなしL また､ 本単元の本質に向かうことこそが大切であり、学習活動をむやみに拡大する
ことは､ 4 0 人全員の学習を保障するという観点からやや慎重にならざるを得なしL
－瓦案2 では、「水のかさの変化」の一点にu まって事象観察をする。そこから疑問が生まれへ問題解決が










の注射器など) は例外だ畝代用できるものがあればそれを使いたい｡ ただし､ 器具を安全に使う瀧旨も大切で
ある。また、いくら安全なもので代用したとL ﾉ ても、安全管理を怠ってはならない（自戒)。
教科書で扱われている主な実験器具今回扱う実験器具
取り扱い要注意丸底フラスコ( 5 0 0 m l )



















ャップを用いた。試作品では、まず栓に5 n n m 径の穴をあI 式次にそれより大きい外径6 m m ( 内径4 n n m ) の
ビニル管を通し、最後にそこに外径4 n n m ( 内径S m m ) の管を通すことで、より密閉性を高めるようにした。
＜手作りの親( みやすさ＞
手ｲ 乍りの材には、どこかしら親しみやすさを感じる。科学のおもしろさが身近に感じられるからそれも魅力で
ある｡ また､ 教材を作りながら、そこにクラスの子供たちの姿も思い描かれる｡ 簡単な作業は子供たちと一緒に
































このように、単元7 時間を貫く針を差し込む役目をこの1 時間の導入が担う。大きな水槽（クラス）に1 本の
細い針を突き刺し､ それをある方向( 本質) にゆっくりと回して小さな水の流れを作っていくようなものである。
ゆっくりと回L ﾉ ているうちに､ その針の近くに寄ってくる水が生まれる｡ 導入においては､ 針を中心にしたゆっ
たりとした水流を、4 0 人全員に確実に起こすところに最大のエネルギーが注がれなければならないと考える。
一瓦この本質をとらえていない導入は方向を与えない、興味深くて強い刺激であるに過ぎない。一過性の楽














ていることもあれ| 式まだまだあやしいなあと感じていることもあるだろう｡ ネー ムプレー トで意識づけること






っても限られたもの) ｡ それを｢ 体溌化｣ からとらえる｡ 液体は身の回りにいろいろあり､ 扱いも容易である。
お茶も？ジュー スも？水も？やっぱり､ 何度やっても同じだね｡ などのように､ ものが変わっても体積変化の性
質はかわらないことを繰り返し確かめられる。そこで基礎的・基本的な内容に繰り返し立ち止まることになる。
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1 O c m 動いたよ．













一氷水なら1 0 “I ？
I抽稀一次への歩み,T,し｜
自分の災験遊典で試してみる．
・－1 （) c 川勤いたよ。
































































































職｜’ 融出 ｰ ■■一
そ 、 4 0 人全買牽本草元一一一一，
の見蓮L 蓮も診て次の幽さぶり_王璽塑些
1 1 1 ヨ且
心の揺さぶり不確が害












































































































































































．異なる立場の友達と進んで言蒜葡( _ ﾉ て梶寸したり、実際に自分の方法で調べて確かめたりすることを






















































K I ' l が『限界』点に印をつけた







































事象提示一一液体（色7 j < ) の体温による体謹化／教師の「おまじない」




























導入の収束場面では、2 通りを想定。1 つは「も伽「かさ」「温度」の単元の枠組みを示すこと。もう1 つ
は､ さらに｢ 本当に温度が上がるとかさカサふえるの加と考えてみたい事力V まつきりしてくるような手立てをう
つこと。これについては、1 つ目のみが実施できた。
子供の観点別訓而としては、4 0 人全員力功､ さの変化に
成功する（技能r o - 1 0 0 % 達成、4 0 人全員が「もの」
「かさ」「温度」の視点で調べてみたいことをもつことに
成功する( 態度面) - 1 0 0 % 達成であった｡ このことは、
見た事実やネー ムプレー トの貼り方などが評価' | 青報となる。
その| 静岡と実際の子供の勢いには、格差があると言わざる





とであると考えた。次時はここから展開する。 4 0 人全員がかさの変化に成功
























1 0 月2 5 日（火) C - 1 2 , a 4 ( 4 M
子供たちは、思い思いに活動を始めた。言い液をカイロで温めてその変化を確かめたり、お湯につけてたり、
印をつけたりした。時間を計りながら何秒で何c m 膨らむかを記録する子もいた。また、黄色い液緑色の液、



































































1 0月2 6 日（水) B 5 6 , 7 ( 3 M i
艮界問長 アルコールランプで熱すると |’
佐鏡I ぼく、鹸後まで行かなくて悲しかっ
た．壁うしてもアルコーールランプでしたい 総r謡＞ ! たしかめてみないと
わからない










































ちかl ^ - 一とおい
5 5 に 4 0 a n
5 6 ℃‘1 7 画、
, " んかいカカな‘､







休み時間｢ 最後まで行かなくて悲しかった｡ どうしてもアルコールランプでしたい｣ と言う｡ そこでこの時間は、
そんな佐藤児の発言から授業を始めた。「アルコールランプを使いたい｡ みんな手伝ってほしい｣ すると約半数
3 1
の子が｢ いいよ。ぼくもやりたかったんだ」と黄同｡ そこで｢ なぜアルコールランプなのか｣ を語ることを通し
て､ 熱と液体をモデノM こし「温めるとかさがt 曽える」という見方・考え方を出し合おうと考えた。
山口児卿と液のf 臨佳が近いと膨らみやすいのでは」、川村児肺に熱が集まってくる」、稲垣児「＜つつく
説｣ 、須田児｢ 吸収説｣ 、木谷児脚くて逃げる訓を発表した。川村児はさらに｢ ギューギューにつまって耐
えられなくなった」と付け加えた。このB 表平岡児が｢ わかってきた｡ 今まで温めたらどうしてi 曽えるのかわか
らなかったけど、こうやって考えてみたらわかるような気がじてきた」と発言6 モデルにじて説明しあい､ 多様
に考え合うことによって、自分の考えを創り上げた平岡児だった｡ そこでようやく、みんなでアルコールランプ






























＜もとの場所より上＞2 名くもとの場所くらい＞2 7 名くもとの場所より下＞1 1 名
もとの場所より上と考えた稲垣児は、「ゴムのように伸びると少し緩む｣と｢ゴZ』説｣で考えを話した｡また、
佐藤児は聯を吸収して膨らんだのだから、冷たさも吸収L ﾉ て膨らむは酌と「『制吸収説を語った。
















ここで､ 時間がきた｡ 話し合いの内容も､ 各自のイメー ジや仮説でかかわりあっているため､ 実際の事象を礁忍
する必要があった｡ 実験や観察前に欠かせない眉通し｣ を一人一人がもつことができたかどうかが確認できれ
3 3
| 式実験に移るタイミング､と判断できる｡教師は､再度､子供たちにネー ムプレー トを見直す場を設ける｡そこ
でI 式例えI 式「変わらない」としていた木谷児は｢ かさ力贈える」に、長崎児は｢ かさが減る」にネー ムプレ
トーを移動させた。それぞれに真剣に考え、見通しや疑念をもって実験に臨もうとする状態になっていた。
1 0 月2 7 日（木) B 1 2 3 ( 3 M ) 一研究授業後（大学の先生参観）
話合いのあと、それを確かめるための実験に取り組んだ6
冷却には、水と氷と塩を使った。







いう言薪N で正確な見方をしようとする児童も数名表れてきた｡ ここを確かにするには､ 一度、室温以上に上げて
から、常温に戻L 人さらに氷で冷や式という検証実験力､ ^ 霞となる。




蕊 ．､ ~ 畷r 為
水で冷やすとどうなるのかな？だんだん下がってきたよ どこまで下がるかなあ？
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1 0 月3 0 日（日) A 1 2 3 ( 3 M ) 一授業参観
本時は「温度によってかさ力贈えたり減ったりする」事実を確認した4 0 人が､ さらにいろんな液体で自由に




多活動･ 多問題の中で、どのような問題や視点がクラスの中に浮き上がってくるか､ 靴而は個々 の活動をつぶさ
に則又るととともに、全体の流れの中に出てくる疑念をキャッチすることに努めた。
この8 蓋新たに出てきたものは「マヨネーズ間閏であった。この日、以前からマヨネーズみたいなものでも
試したいとカー ドに書いていた子を中心にいくつかの班がマヨネー ズで試行した｡ それを見た他の児童も当然興
味をひかれた。しかし､ マヨネー ズは限られた量しかなかった｡ 他の児童たちは自分の問題に応じたもの( ジュ
ースや色水など) で試しながら、マヨネーズの結果を時折のぞきに行った。「上がった！」喜びのような､ 驚き
のような声があちこちから上がってきた。「どろどろじていても温めたら膨らむんだ」とつぶやく子もいた。
この日は、それぞれにいろんな液体で試行が行われた。3 8 名（2 名欠悶全員献水以外の剛の> 阿本のか
さの翌上に成功した｡ 約1 0 名の子は､ マヨネーズのかさの変化にも成功した。しかし一方では、自分たちでも
マヨネーズを試してみたい、という羽茜が残る形となった。それ力吹時の課題ともなった。


































































1 1 月4 日（金) C 1 2 3 ( 3 M ) －観劉受業
1

















































































という理由や｢ 地球上の空気力鴨らんでいるとは考えられない｣ という理由を語った｡ 確かな納得を求めていこ
うとする姿があった。
もちろん､ その中間的な立場を語る児童もいた｡ 膨らむと思うけど､ 地球上の空気が膨らむとも思えない｡ 。。
子供たちは迷いながらも真実を求めて唯かめてみよう」というエネルギー を高めて行った。
今回の実験は､ 少量の液体を用いることとした｡ マヨネー ズから問題が発生じてきているものの､ ここでは｢ 液
























空気力W 影らんで水を圧( _ ﾉ ているんだ！
3 7



















































力さえあればいい｡ マヨネーズは1 滴でもいい｡ 」という発言が飛び出した｡ これ畝みんなの心に火をつけた。
「1 滴でもできる！？」できる、できる。え？できるかなあ一・「一滴問闘の浮上である。
この「1 滴問過に対して、それぞれの| 屍兇が語ら加台めだ。「ここに空気君がいつ| 説1 あるから、たくさん








































ここに時間をかける。( 3 0 分はかけすぎたというｷ 司箇もある力i ) この間､ 教師はたいした手立てもうたま





つぺんまで至唯したことを機に､ 限界まで到達したいとクラスが盛り上がる｡ そこで､ アルコールランプをもち
いた｢ 限界実§剣（演示難剣を観察する｡ てつぺんを越えて液がもれていく。先にホースを連結してさらに液
































一瓦液体からの導入では、かさの変化が確認しにくい畝しだいに気体d 溶I 合が増えて行くに従って､ かさ
の量的な変化に対する感動、驚きが大きくなっていくという構造になっている。



















淵錫たい！: 2 G c m一











本時は､ 単元全体から見通した場合一つの大きな節となる場面である｡ 今回のような｢ 液体の体積変化｣ →｢ 気












－方、「ものすごく温伽' 1 ばできるかも｣ という立場の子もいた｡ かさと温度の変化の要因を結びつけて考えて
いることがわかる。ま尼「ガラスだって高温にしたらドロドロになる」と生活経験から考える子もいた。する
と､ T 児が願くるなら実験方法を変えないといけないね」と発言。これまで一環して「ガラス) 侭些容器」を使
用じてきたが、ここでこの自作教材の限界がきた。



































































































































































































































c i e t y , W . H . F r e e m a n & C o m p a n y , 2 0 0 0 . (第2版は翻訳あり．大木道則訳「ケ
ムコムー社会に活きる化学」東京化学同人，1 9 9 4 . ）
2.Che/77店"旨)'〃iContaxt．Aαﾌ加可g-Chem店rrytoSocね軌5thEd.,American
ChemicalSociety,McGraw-Hill,2005．（翻訳震瀬千秋訳「実感する化学」（上）



































































































































































具体的には、1 1 月2 日に小学校において松浦悟が「太平洋戦争」にかかわる授業を行















































































5 全体計画( 3 0 M )
第1 次祖父母やゲストティーチャーヘの聞き取りや調べ活動を通して、戦時下の国民生活






（1 ）多様な活動を通して戦時下の国民生活や戦争の広がりを理解する蝋 （第1 次、第2 次）






















































































太平洋戦争で本土空襲が始まったところ（1 9 ，2 0 , 2 1 M ) で、「( 富山大空襲で）青
木さんの母親や弟が死んだのは誰が悪いのか」という単元全体にかかわる発問を行った。
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: 政府が一番恐れていたのは、国民が戦争に疑問をもつことだった。だ！金堂島 i 問をもつことだった。だ1
1 から、みんなが力を合わせたり自分の意見を出したりすれば、戦争を：
; やめられたかもしれない。












































































































































































































































































































































































































































































































第1 回 H 1 7 . 9 . 7 附属幼稚園 10名
2 階会議室
第2 回 H 1 6 . 9 . 1 6 附属幼稚園 8 名
2 階会議室
第3 回 H16 . 1 0 . 1 8 附属幼稚園 8 名
2 階会議室
第4 回 H1 6 . l l . 2 4 附属幼稚園 7名
2 階会議室
第5 回 H1 6 . 1 2 . 2 0 附属幼稚園 8 名
2 階会議室























































































































































































; いた｡ 保育者も子どもたちの中に入って遊び､ じゃんけんに勝って列の先頭にいた｡ けん；
: じが保育者にじゃんけんを誘い､ 何度もあいこが続いた後､ 保育者が勝った｡ けんじは；







．けんじは､ 保育者に甘えているのではないか｡ 他の子たちには､ けんじが都合のよい主張
をし､ 保育者がそれを認めた､ ということを学んだのではないか。




■｡ ■●■●画ロ｡ ■●■ロロ●●の●｡ ■｡ ■■■■ロ■●‐画画■■⑤｡ ■■｡ ①‐■ロロロロ画｡ ●■｡ p ■■■■■■■■■p p m ロゆ●■句■■■由ロロロロ■●画ロロ■｡ ●○口■●ロローロロロ妙｡ ●■■●■p p m ■p Q
けんじは保育者とじゃんけんして勝ち､列の先頭にいた｡そして､かずおとじゃんけんし；
i だ｡ けんじはパー ､ かずおはチョキを出した｡ 「かずおくん､ 後出
;し｣とっさにけんじが言う｡保育者は｢えええっ！」と疑問の声を
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いただいた｡ 問題点や改善点が明らかになり､ 再度実践してみよう､ しなければ､ という












｡ 心細さ､ 緊張､ 不安といった合までにあまり体験したことのない感情で満ちている。
・園生活に期待感を持っているが､ 保育者も､ クラスメートも､ 全てが初めてのものである。
・ことばで思いを伝えることがうまくできないので､ トラブルが起きることが多い。
春､ 入園したばかりの子ども達は､ 新しい環境の中で自分のやりたい遊びを探し､ 保育者の
援助も頼りにしながら遊びを見つける｡ しかし､ 友達と一緒に遊ぶと言うよりは､ 自分がやり
たい遊びを楽しむといった様子である｡ もちろん､ 思いも自分中心でそこに端を発する発言
も多く聞かれる｡ このような状況から､ 友達への意識が変わる様子について､ M 子の様子から
考察していきたい。
2 . M 子の友達とのかかわりの様子の変化











ていった｡ シャボン玉液をこ' ぎして怒っているM 子にA 子が液を補充したり､ A 子がぬいぐる
みをおんぶするのをM 子が手伝ったりする様子がみられるようになっていった｡ 1 2 月のある
日､ M 子がふざけて写真のコピー のA 子の顔を消してしまうと､ A 子はなきじゃくり､ その様子
をじっと見ていたM 子は､ 声をあげて泣いた｡ なかなか涙が止まらなかった。
3 . M 子の姿から考えたこと























希望のまち～」( 軸1 6 鞭）
蕊鰐蕊諜塵
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H 1 7 年度Z 年生1 ．2 学期～「縦割M ペアの1 年生とワイルドストロベリー栽培」
－ 函










一緒にやろう！ 発見°苦労･ 喜び共有 かかわり試行錯誤ペアの1 年生との出会い






















































































料の組み合わせで何K c a l となるか視覚的に分かるように、8 O K c a l 以上は赤ゾーン、4











































































生活・総合プロジェクトの冒頭でも述べて通り，昨年O E C D ( 生徒の学習到達度調査










































1 . D V D 教材「教師の力量アップをめざして」のネットワーク利用
国立大学教育実践研究関連センター協議会のメンバーが協力して作成した、教師教育用
の教材です。臨床編、実践編、I C T 編の3 枚のD V D からなり、各D V D には、W e b a :



























③I C T 編
I C T を教科指導，総合的な学習の時間，校務等で適切に活用している事例，グループウ
ェア等ネットワーク上の共同作業環境の活用事例について解説しています。
1 ．教科指導と評価におけるI C T の活用日常の授業で活かすI C T




6 ．教師と子どもの活動を支える構内L A N の設計
7 ．校務における I C T 化
2 ．I C T 教育推進プログラム協議会のI C T スキルアッププログラムの利用
平成1 7 年度から、I C T 教育推進プログラム協議会の協力で、教師と小中学生のため




（1 ）パソコン活用基礎校務編内容P C で校務文言を作成
校務や授業で情報コミュニケーション技術を活用するために、パソコン操作の知識やスキ
ルを習得するカリキュラムです。
（2 ）パソコン活用基礎授業編 内容 P C ( i C T ) を授業で活用
です。パソコンを使用した授業の実施方法を学習パソコンを活用した授業のカリキュラムです
します。受講後は、提供される生徒用教材を授業や各種活動に利用できます。
( 3 ) I C T スキル基礎_ 小学校編
小学生を対象にしたP C ､ ネットワークを使ったコミュニケーションとプレゼンテーション
を教えるための教材です。
( 4 ) I C T スキル基礎中学校編























第1 回2 0 0 5 年9 月2 8 日（水）～1 0 月1 日（土）ロシア・ウラジオストク・ネヴエ
ルスキー海洋大学付属小学校での平井久美子による音楽授業の実践が行われた
（小学校から津柿、大学から雨宮、佐藤副学部長が参加) 。
第2 回2 0 0 5 年1 0 月7 日（金）～1 0 月1 0 日（月）韓国・ソウル・キヨンヒ大学付属
初等学校へ出向いて、同校の芸術祭に参加した（瀬戸、村井が参加) 。
第3 回2 0 0 5 年1 1 月1 6 日（水）～1 1 月1 9 日（土）韓国・ソウル・キヨンヒ大学付
属初等学校のヴォーカル部及びG C S 重唱団（エレキギター部）が附属小学校
の創校記念音楽会に参加し、ホームステイも実施した（車校長、2 人のクラブ
顧問の先生、1 6 人の児童が参加) 。










流（上記の第1 回及び第4 回）の様子と過去3 年間の環日本海域小学校授業交流について
の簡単な総括は富山県日本海学推進機構のホームページ( h t t p 7 / w w w . n i h o n k ）




小学校との授業交流～共生社会の基礎づくり～」『富山教育学窓』V o l . 3 0 富山大学教育学







2 0 0 3 年1 1 月に、はじめて韓国のキヨンヒ大学付属小学校と授業交流を開始して以来、
2 0 0 4 年3 月に第2 回、2 0 0 5 年1 月に第3 回、同年3 月に第4 回という具合に、その交流度
は年々 増していき、互いの教室で双方の教師が交換授業をやるという試みは、日韓両小学
校の友好の紳を徐々 に堅固なものにし、少々 の国際問題が生じても、ゆるきない方向に行





































































































































月8 日開催）の招待状が、こちらに届くとともに、附属小学校における1 1 月の劃ウ記念音
楽会への音楽団員の派遣とホームステイの申し入れ、そして年があけてからの3 人の教諭
の授業研究のための来日等々といった、矢継ぎ早の積極的交流姿勢から見て、こちらの授

































































流を継続していくのが適切であるが、2 0 0 5 年3 月に締結した日中小学校友好交流協定は、
あくまで互恵平等になっているために、双方の小学校教育予算の現状からは、こちら側が

















文部科学省( 2 0 0 1 ) は、少年の問題行動などに関する調査研究協力者会議報告書の中で、我が
国における子ども達の問題として「自己表現力やコミニュケーション能力が低く、対人関係が上
手く結べない」ことを指摘している。筆者らは、自身の教職経験からこの指摘を支持している。




ことの重要1 性」として指摘してきた（稲垣・塚野ら, 2 0 0 3 , 2 0 0 4 ) 。
筆者らは、上述の考えを踏まえ、子ども達にそのような資質の向上を促すための基礎として、
アサーション( a s s e r t i o n ) の能力に言目した。すなわち、アサーションとは一般に，，さわやかな
自己表現( 自己主張) ，，と訳されているが、平木( 1 9 9 3 ) がその内容として述べる、「相手の立場
や権利を侵すことなく、自分の意見、感情、権利を抑圧せず適切に表現する行動」という言葉に
注目した｡ そして､ その能力を促進するアサーション･ トレーニングを今年度の共同研究で試み、
生徒たちのアサーション能力の向上を図ることを目的とした。
2 ．方法
( 1 ) 場所
富山大学人間発達科学部附属中学校研修室。
( 2 ) 期間・回数
2 0 0 5 年1 0 月～1 2 月1 回約5 0 分のトレーニングを計6 回( 原則として、隔週の木曜
日) 行なった。なお、この取り組みを実践するために、前期に6 回本グループの教員が事前
研修会をもった。
( 3 ) 対象生徒
附属中学校のA ・B ．C の3 つの部活動に所属する生徒3 6 名( 全学年男女各1 8 名) 。
( 4 ) ファシリテータ
学生の教育と訓練を兼ね、昨年度本トレーニングに関った本学人間発達科学部の学生3 人
と教育学研究科の大学院生3 人に､ 交代でメインファシリテータを担当させた｡ 筆者らは、
9 7
サブファシリテータの役割を担当した｡ 加えて､ 学生がどうしてよいか迷った際に､ 助言や
介入を行なった。





なお、3 年前に本プログラム作成を行なった際の基本文献は、滝( 2 0 0 2 ) 、犬塚・山田・稲
垣( 1 9 9 6 ) である。
①自己紹介と他己紹介( 仲間作り) 、②1 円玉のありかを当てろ( 協力) 、⑧「話の聴き方」につ
いての□－ルプレイ( 傾聴) 、④「話し方・質問の仕方」についてのロールプレイ( 伝え方、ク
ローズドクエスチョンとオープンクエスチョン) 、⑤5 段階プロセスによる問題解決( 集団によ
る意思決定) 、⑥「これまで、そしてこれから」をテーマとした小グループでのディスカッシ
ョン( 自己開示と他者受容) 。





ポストテストとして、平木( 2 0 0 4 ) によるアサーション度チ
3 ．分析方法
①本トレーニングのプレテスト、ホ














































い」と答えた生徒のパー センテー ジが高くなっている。中には、F i g . 1 7 「保護者は家にいない
とき、セー ルスマンからの押し売りは断れるか｣ のようにプレテスト時から高いパー センテー ジ
を示した項目もあるが、でも全2 0項目中、F i g．1 , 2 , 3 , 6 , 8 , 1 1 , 1 2 , 1 4 , 1 6 , の9
項目で1 0 % 以上の生徒に伸びが見られた。この結果は、トレー ニングの転移効果とも捉えられ
るが､ 生徒たちがそれぞれのレベルで自己開示能力やアサー ション度を高めたことを示唆するも
のであろう。
一方、F i g ．4 「見知らぬ人たちの会話の中に、気楽に入っていくことができはるか( 5 4 % -
6 1 ％) ｣ 、F i g ．1 5 「あなたの話を中断して別の話題を出した人に、やめさせることができるか
( 5 7 ％→6 3 ％) ｣ 、F i g ．1 8 「デパー トで自分の後ろから来た人に先を越されてサー ビスされた





































































































































































鴎9自分が厨遠ってl ‘, る時､ それを認めることができるか？
ブレポスト









Fに1 2 あなたの行麹を牡刺されたとき. 受け応えができるか？
ブしポスト

















































































































f弛1 8デパー トで自分のmろから来た人に先騨されてサー ビスさ
れたと巻､ 店貝にそのことを食うか？
ブレポスト









































































































































































文部科学省( 2 0 0 1 ) 心と行動のネットワーク．少年の問題行動などに関する調査研究．
大蔵省印刷局．
平木典子( 1 9 9 3 ) アサーショントレーニングーさわやかなく自己表現＞のために－
日本・精神技術研究所．
平木典子( 2 0 0 4 ) アサーション度チェックリスト．日本文化化学社．
稲垣応顕( 2 0 0 0 ) 学校教育現場における感1 盾表出トレーニングの試み．学校教育相談
学研究，7 ．s 合併号．1 1 - 2 0
稲垣応顕・塚野ﾘ t N - ・神川康子・美信善・漬谷二代・島田みどり・岩田万里子．松原祐子
( 2 0 0 4 ) 附属中学校におけるビア・サポートの試み．富山大学スクラムプランー学校
バリアフリーヘの挑戦2 0 0 3 ‐1 1 9 - 1 2 8 .
稲垣応顕・塚野ﾘ l －．美信善・島田みどり．岩田万里子．演谷二代．松原祐子．大村知
佐子・荒木直美・横井郁子・桧木哲也( 2 0 0 5 ) 附属中学校におけるビア．サポート活
動の取り組み( 2 ) . 富山大学スクラムプランー学校バリアフリーヘの挑戦2 o o 4 三
8 1 - 8 8 .
犬塚文雄・山田洋子・稲垣応顕（1 9 9 6 ）自己および他者受容を向上させる体験学習一1 9 9 6 ）自己および他者受容を向上させる体験学習一
コミニュケーションワークショップの体験効果に関する一研究一．言謹教育3 7 ( 6 ) ．
4 3 9 - 4 4 4 .










ど､ 学級集団づくりに関するキーワードを含んだものが8 0 人中5 3 人にものぼっている。
ちなみに中学校新規採用教員では学級運営で■点：を■＜ぺき研修内容







方｣ ｢ 児童生徒理解｣ をあげており、
「学習指導・生活習慣の指導」に
1


































































































こで、砂場の脇に沿って、1 m ，2 m 、3 m という小さな看板を立ててみる。児
童は自分の跳んだ距離をその看板で確かめながら､ 「ぼくは､ 3 m 5 0 c m 跳んだ」








































































2 ねらい（中心となることを1 つ害< 『～することができる』『～しようとする心情を高める』など）
o斜吟12伽せて‘⑲,⑳,》仙If^<.:ip報鵡。
3 中心発閏（または）中心となる活勘）
o r o 2 t ば‘t⑧上④鋤リズ% U N 緋い(準ぅ』
4 板書計画（だいたいの流れが分かればよい．体育の増合は、増の設定・器具の璽置などを書く）
）













統制群、非統制群それぞれ1 0 人が書いた文の総数は、統制群が2 0 ，非統制群が
1 5 で統制群の方が勝っている。さらに、その内容にも大きな違いが見られた。
①非統制群の特徴
























































































































( 2 ) 教師への着目





( 3 ) 関連的な見方
この観点では、統制群と非統制群の間に大きな差異を見ることができる。まず、関連






































































































平成1 7 年4 月5 日本年度の交流学習の取り組みの確認
平成1 7 年5 月1 7 日附属学園合同運動会
平成1 8 年1 月1 3 日地域交流小学部もちつき会













































養護学校小学部と膿友会4 名（昨年度は1 5 名）との交流
























































平成1 8 年3 月3 1 日
富山大学人間発達科学部
〒9 3 0 - 8 5 5 5 富山県富山市五福3 1 9 0
T E L 0 7 6 - 4 4 5 - 6 2 5 1 ( 総務係）
F A X 0 7 6 - 4 4 5 - 6 2 6 4
富山大学人間発達科学部附属学校園
〒9 3 0 - 8 5 5 6 富山県富山市五膿1 3 0 0
T E L 0 7 6 - 4 4 5 - 2 8 0 0 ( 事務室）
F A X 0 7 6 - 4 4 5 - 2 8 0 2
富山大学人間発達科学部学部長山西潤一
中央印刷株式会社
〒9 3 0 - 0 8 1 7 富山県富山市下奥井1 - 4 - 5
T E L 0 7 6 - 4 3 2 - 6 5 7 2 ( 代）
F A X 0 7 6 - 4 3 2 - 2 3 2 9
● 富山大学人間発達科学部
〒9 3 ○一8 5 5 5
三山市五福3 1 9 0
2 0 7 6 - 4 4 5 - 6 2 5 1 ( g( 総務係ダイヤルイン）
富山大学人間発達科学部附属学校園
〒9 3 ○一8 5 5 6
宮山市五膿1 3 ○○
a 0 7 6 - 4 4 5 - 2 8 ○○（事務室ダイヤルイン）
スクラムプランホームページ
httpy/scrum.fuzoku.u-toyama.ac.jp
